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１．目的 

 盛土工事における土の締固め管理は、盛土の品質を向上させるための重要なファクターの一つである。その

手段として加速度応答法 1) は、特定箇所のデータから盛土の品質を管理する RI 試験等と異なり、施工面全面

における管理ができることから、盛土の品質向上に有効であるといえる。しかし、加速度応答法は適用条件や

範囲が不明確であることから、現在多くの施工現場での実用には至っていない。そこで本研究では、加速度応

答法の適用範囲について見極め、施工現場での使用条件を検討する。 

２．実験概要 

 (独)土木研究所 つくば中央研究所構内の土工実験棟の実験ピットにおいて締固め実験を行った 2)。加速度管

理装置「αシステム」3) 、「CCV」4)、「Evib」5)を 11t 級振動ローラ(使用機種：SV512D、BW141)に設置し、16

回転圧までの加速度応答値の測定を行った。振動ローラは振動モ

ードを高振幅に設定し、一定速度(1m/s)で走行した。試験ヤード

の平面図を図-1に示す。 

実験ケースを表-1に示す。細粒分含有率 fc=10%で、土の含水

状態が異なる 3 ケース(最適含水比より乾燥側、最適含水比付近、

最適含水比より湿潤側)の材料と、転圧機械の異なる場合の 1 ケ

ース(含水状態：湿潤側)で実験を行った。 

３．実験結果 

試験結果より、αシステムによる加速度応答値(乱
れ率)および CCV による加速度応答値(CCV 値)と転

圧回数との関係について、それぞれ整理したものを図

-2、3に示す。 
土の含水状態が最適含水比より乾

燥側および最適含水比付近の場合

(ケース①、②)、加速度応答値(乱れ

率、CCV 値)は多少のバラつきはあ

るものの、全体の傾向は転圧に伴い

概ね増加している。 
一方、土の含水状態が最適含水比

より湿潤側の場合(ケース③、④)、加

速度応答値(乱れ率、CCV 値)は転圧 
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表-1 実験条件 

実験

ケース
含水状態

使用 

機械 

加速度応答値 計測手法 

αシステム CCV Evib 

① 乾燥側 SV512D ○ ○ - 

② 最適含水比 SV512D ○ ○ - 

③ 湿潤側 SV512D ○ ○ - 

④ 湿潤側 BW141 ○ ○ ○ 

※ ○：データ取得、-：データ未取得 
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図-2 αシステム             図-3 CCV 
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途中から減少あるいは停滞傾向

となっている。 
図-4～7 に各実験ケースにおけ

る、それぞれの計測手法(αシステ

ム、CCV、Evib)による加速度応

答値(乱れ率、CCV 値、Evib)の比

較を示す。転圧に SV512D を使用

した場合(ケース①～③)では、α

システムによる乱れ率と CCV 値

は同様の増加傾向にある。しかし、

転圧に BW141 を使用した場合

(ケース④)では、計測手法によっ

て傾向にバラつきがみられる。 
また、加速度応答値(乱れ率、

CCV 値、Evib)と動的平板載荷試

験および小型 FWD 試験による変

形係数 E との相関図を図-8、9に

示す。最適含水比より乾燥側、最

適含水比付近の場合(ケース①、

②)、それぞれに概ね相関性がみら

れる。しかし最適含水比より湿潤

側の場合(ケース③、④)、明確な

相関性はみられない。 

４．考察 

土の含水状態が最適含水比よ

り湿潤側の場合、締固め途中で転

圧面がオーバーコンパクション

を起こしていたと推察され、転圧

途中から加速度応答値の増加が

みられなくなった。よって土の含

水状態が湿潤側の場合には、加速度応答法の適用は困難であると考えられる。以上のことから、盛土施工時、

加速度応答法を使用する際は材料の含水状態を最適含水比付近もしくはやや乾燥側にすることが重要となる。 

CCV Evib 乱れ率
転圧回数－加速度応答値関係(計測手法の比較)

５．おわりに 

細粒分含有率 Fc=10％の材料を用いた場合、前述の結果となった。今後は材料の細粒分含有率を指標として

締固め実験を進め、細粒分含有率の適用範囲を検討していきたい。ほか、振動ローラの使用機種を変更するな

ど実験ケースを増やし、加速度応答法の適用範囲をより明確にしていくことが引き続き課題となる。 
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図-4 ①乾燥側(SV512D)      図-5 ②最適含水比(SV512D) 
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図-6 ③湿潤側(SV512D)        図-7 ④湿潤側(BW141) 
 

相関図(変形係数 E－加速度応答値) 
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CCV④湿潤側(BW141) Evib④湿潤側(BW141) 乱れ率①乾燥側(SV512D)
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図-8 動的平板載荷による変形係数 E   図-9 小型 FWD による変形係数 E 
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